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　IGCP608（代表：茨城大理学部 安藤寿男 
教 授 ） の 第 ６ 回 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
（“Cretaceous Ecosystems and their 
Responses to Paleoenvironmental Changes 
in Asia and the Western Pacific”）が，2018
年11月15日‒16日にタイ国Khon Kaen県にて
開催され，その前三日間にはタイ北東部に分
布するKhorat層群などを中心に見学する地
質巡検が実施された．会議は，COOP
（Coordinating Committee for Geoscience 
Programmes in East and Southeast Asia）
会長のAdichat Surinkum博士と，Naramase 
Teerarungsigul氏，Orn-Uma Summart氏を
中心とするDepartment of Mineral Resource
（DMR）の職員からなる組織委員会によって
主催され，DMRの局長や副局長のご協力も
あって成功裏に実施された．参加者はタイ
（100人），日本（8人），韓国（8人），中国（6
人），インド（4人），モンゴル（3人），ロシ
ア（3人），フランス（2人），マレーシア（1
人），スペイン（1人）からなる10 ヵ国136名
であった．
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　シンポジウムの前に実施された地質巡検は
三日間にわたり，タイ北東部に分布する前期
－後期白亜紀の非海成Khorat層群の観察が
行われた．現地でのガイドは主にDMRの
Pradit Nulay博士によりなされ，参加者はガ
イドやスタッフを含んで総勢65人ほどであっ
た．
　１日目は，まず初めにKhon Kaen県Phu 

Wiang国立公園にて恐竜化石の発掘サイト
（Stop 1） を訪れた後，同公園内のPhu 
Wiang恐竜博物館および化石研究所（Stop 2）
を見学した．午後にはLuang Pho Pu Lup寺
院の入口前の国道（Stop 3）にてKhorat層群
のPhra Wihan層およびSao Khua層を観察し
た．
　Phu Wiang国立公園の恐竜発掘サイトから
は，1976年にDMRによって竜脚類の大腿骨
の一部が発見されており，この化石はタイで
初めての恐竜化石であった．その後の発掘で
新たな恐竜化石の発見が相次ぎ，現在では
Phuwiangosaurus sirindhornaeを含む4種の
新属新種の恐竜がSao Khua層から報告され
ている．国立公園内では発掘サイトをそのま
ま展示施設として保存している場所もあり，
間近で観察することができた．Sao Khua層
から見つかっている恐竜化石はPhu Wiang恐
竜博物館に展示されており，その他にも
Khorat層群から見つかる各種の脊椎動物標
本も充実していた．研究所のバックヤードに
収蔵されている国内各地で産出した標本も見
せていただき，参加者は各々観察，議論に熱
が入っていた．
　午後はノーンブワラムプー市の西部丘陵を
横切る国道に沿った切通しを訪れ，露出する
Khorat層群を観察した（写真2）．地層は北
東方向にわずかに傾斜しており，道路の西南
ではPhra Wihan層が露出するが，100mほど
移動した北東ではその上位のSao Khua層が
現れていた．両層の境界は道路で覆われ直接
観察することはできなかったが，Phra 
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IGCP（地質科学国際研究計画）608第 6回国際シンポ
ジウム「白亜紀のアジア－西太平洋地域の生態系システ
ムと環境変動」（タイ・コーンケーン）

Wihan層の薄灰色砂岩とSao Khua層の赤茶
色泥岩の違いは顕著であった．両層の差異は
堆積相の大きな変化として理解されており，
前者が網状河川，後者が蛇行河川の堆積環境
が考えられている．またそれをもたらした気
候も，湿潤から乾燥へと変化したものと想定
されている．
　２日目は，Wat Phu Thok（Stop 4）でKhorat
層群Phu Thok層を観察，午後は同層群Khok 
Kruat層の恐竜足跡化石サイト（Stop 5）を
訪れ，夕方は観光としてメコン川のサンセッ
トクルーズに興じた．
　Khorat盆地北東部には，南東に流下する
メコン川と平行な背斜軸が存在し，Wat Phu 
Thokはその南東端に位置する隔離された高
さ200ｍほどの丘陵となっている．その切り
立った崖にはPhu Thok層が露出し“sky 
bridge”と呼ばれる木造の通路で上へ登ると
リップルマークやマッドクラックなどの様々
な陸成堆積構造が観察できる．中でも厚さ
10mに及ぶ風成の平板型斜交層理が見事であ
り，高角度の斜交層理が何層準にもわたって
累重する様子が観察できる（写真3）．
　Nakhon Phanom県の恐竜足跡化石サイト
では，Khok Kruat層の砂岩層中に挟まれる
薄い泥岩層下底の，砂岩上面に保存された多
数の恐竜足跡化石が観察できる．層理面はほ
ぼ水平で，リップルが卓越する領域で分けら
れた2カ所の広い範囲にに足跡化石は集中し
ていた．その大半は獣脚類のものだが，一部
鳥脚類やワニ類のものと思われる足跡も見つ
かっている．獣脚類の足跡は，中国や日本で
見つかる足跡属Asianopodusに類似するが，
比較すると全体にサイズが小さいという．ま
た，それらの多くは行跡をなしており，南東
から北西にむけて移動していた幾つもの行跡
があった．
　その後，メコン川に沿うNakhon Phanom
の町を訪れた．隣国のラオスとの国境でもあ
るメコン川では，夕暮れのクルーズ体験がで
き，一同忘れ難い一時に興じた．雄大なメコ
ン川を挟んで，タイ側に日没するNakhon 
Phanomの町のシルエットと，ラオス側の夕
日に照らされた山稜の前に続く河岸の農村の
寂しい家並みは印象的であった（写真4）．夕
日と人工照明に照らされて輝く岸辺の大きな

小෍ࢪজଠ（福井県立大学）
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ナーガ（インド神話に由来する蛇神）像が非
常に情景的であった．
　３日目は，同県内のWat Phra That Phanom
（Stop 6）を訪れ観光した後，Sakon Nakhon
県 の 貯 水 池（Stop 7） でKhorat層 群Phu 
Phan層の礫質砂岩層を観察，最後にKalasin
県のSirindhorn博物館（Stop 8）の見学を行
った．
　Wat Phra That Phanomは，タイ北東部で
よく見られる，高い尖塔状の構造をした寺院
である．煌びやかな黄金の装飾が目を引き，
広い敷地の内外には土産屋や屋台なども多
く，大変賑やかであった．参拝する地元の
方々もよく見かけられ，タイの人々の信仰の
厚さを感じた．
　Sakon Nakhon県Phuphayol国立公園で訪
れたHuai Huat貯水池では，Phu Phan層の礫
質砂岩層が観察できた．礫は石英，チャー
ト，砂岩そして火成岩岩片によって構成され
ており，全体的な礫の淘汰は悪い．斜交層理
の測定から古流向が西および南西に向かって
いることが分かっており，現地でも参加者の
間で礫の供給源についての議論がなされてい
た．
　午後はKalasin県に移動し，最後のStopで
あるSirindhorn博物館を訪れた．初めに博物
館に併設されたPhu Kum Khao恐竜発掘サイ
トを見学したが，大半の大型骨格化石を露頭
に残したままの骨格化石層の展示が圧巻で，
ほぼ完全な状態で関節したPhuwiangosaurus 
sirindhornaeには驚かされた（写真5）．博物

館も素晴らしい展示で，タイ産の恐竜などが
展示された大ホールを中心に，地球の始まり
から原生代から中生代にかけての生物の進
化，そして恐竜の時代，哺乳類の時代へと移
っていく非常にわかりやすいものとなってい
た．ここでもバックヤードを見学し，国内各
地から産出する膨大な標本を見せていただい
た．恐竜以外にも，ワニ類といった爬虫類や
魚類なども見ることができ，非常に実りのあ
る見学であった．
　今回のシンポジウムではタイの素晴らしい
地質や恐竜化石に触れることができ，研究の
進展はもちろん，一般の方々への教育・アウ
トリーチ活動の成功を期待ぜざるをえない気
持ちになった．
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　シンポジウムはKhon Kaen県のCharoen 
Thani Hotelにて，2日間にわたって開催され
た．“Cretaceous Terrestrial and Marine 
Environments in Asia and the Western 
Pacific” お よ び“Evolution of Cretaceous 
Terrestrial and Marine Ecosystems in Asia 
and the Western Pacific”と題した2つのト
ピックのもとで進められ，アジアにおける白
亜紀の環境ならびに生態系についての議論お
よび意見交換がなされた．講演数は両日合わ
せて，口頭発表が32件（うち基調講演5件），
ポスター発表が14件であった．そのうち日本
からは口頭，ポスター合わせて5人が発表し
た．

　１日目は，Khon Kaen県知事の挨拶から
始 ま り，Nares Sattayarak教 授， タ イ 国
Mahasarakham大学Varavudh Suteethorn博
士，茨城大学・IGCP 608代表安藤寿男教授，
韓国全南大学Min Huh教授らによる基調講演
がなされた．基調講演ではタイのKhorat層
群とそこで産出する恐竜化石のレビューや，
日本における白亜系陸弧海溝系研究の最前
線，韓国の無等山世界ジオパークなどの紹介
がされた．続いて，各国での堆積学，層序
学，年代学などの研究成果の発表が行われ
た．特にRomani Amiot博士の，東アジアに
おける網羅的な古気温推定の研究が印象的
で，複数の生物相比較においても非常に重要
な材料であると感じた．この日はポスター発
表のコアタイムもあり，多くの人々が発表者
と議論を交わしていた．現地の学生も参加し
ており，積極的に質問する様子がよく見受け
られた．学生自身によるポスター発表もあ
り，Puwiangosaurusの脳エンドキャストを
用いた研究など非常に興味深い内容が見られ
た．
　2日目は，植物化石や軟体動物化石，恐竜
を含む脊椎動物化石などの産出報告，生層
序，生物相の多様性のレビューなどの発表が
行われた．日本からも，平山廉教授による日
本における非海成白亜系のカメ化石のレビュ
ーや，薗田哲平博士，今井拓哉氏による福井
県勝山市より産出したカメ類や鳥類，柴田正
輝博士によるKhorat層群より産出した新属
新種の鳥脚類の紹介がされた．そして最後
に，Gang Li教授（中国科学院南京地質古生
物研）によりIGCP 608に続く新たなプロジ
ェ ク ト，“Cretaceous earth dynamics and 
climate in Asia”の提案（2018年10月中旬提
出）が紹介されて本シンポジウムは幕を閉じ
た．
　新たなプロジェクトは，アジアの白亜系に
おける高解像度の地質記録抽出に重点を置い
て，白亜紀の気候・地理・環境復元を目指
し，そして，地質イベントと気候・環境変動
との関連を明らかにすることを主な目的とし
ている．このプロジェクト提案はIGCPの科
学委員会による審査を経ることになるが，採
択されれば（2019年の３月には結果が公開予
定），アジア各国を開催地とした集会を行う
ことになっている．新たなプロジェクトの採
択を祈ると同時に，その場合には自分もでき
る限り国際的プロジェクトに参加し，アジア
の地質学・古生物学への見聞や知識を深めて
いきたい．今回の国際シンポジウムを成功に
導いた安藤教授を始めとする組織委員会の
方々に心から感謝の意を表したい．

ࣸਅ�（্ࠨ）�1ISB�8JIBO૚ͷՏ઒ଯੵ෺ɽࣸਅ3（ӈ্）1IV�5IPL૚ͷ෩੒࠭ؠ૚ͱࣼަ૚
ཧɽࣸਅ�（ࠨԼ）ϝίン઒͔ΒோΊΔ༦日ͱ/BLIPO�1IBOPNͷொɽࣸਅ�（ӈԼ）4JSJOEIPSO
ത෺ؗʹྡ઀͢ΔཽڪԽੴൃ۷αΠτ

10-11_њՄЕĂ׾ԤЕ೧ڦ.indd   11 2019/01/24   18:09



12 日本地質学会News　22（１）

7PM����
��*TTVF��（+BOVBSZ）
ʦ3&4&"3$)�"35*$-&4ʧ
�ɽ/JTIJOPTIJNB�WPMDBOP� JO� UIF�0HBTBXBSB�"SD��/FX�
DPOUJOFOU�GSPN�UIF�PDFBO 
Yoshihiko Tamura Osamu Ishizuka Tomoki Sato Alexander R. 
L. Nichols

੢೭ౡɿ৽͍͠େ཮͕ւ͔Βग़ݱʁ
田村　芳彦，石塚　治，佐藤　智紀，Alexander R. L. Nichols
　西之島は東京から1000 km南に位置する，小笠原弧の海底火
山である．2013年11月，西之島は40年ぶりに噴火した．陸上と
海底の調査により，西之島海底火山の本体が安山岩であること
が明らかとなり，海底から採取された溶岩（斑晶に乏しく，か
んらん石を含有する安山岩）の分析からは，安山岩マグマの新
しい成因モデルが提示された．マントルの浅い部分（30km以
浅）は斜長石かんらん岩で構成され，この低圧マントルの含水
下の部分融解により，初生安山岩マグマが生成した．このマグ
マから，主にかんらん石が結晶分別することによって，西之島
の安山岩マグマがつくられた．一方，西之島付近の古い時代の
小海丘は玄武岩でできており，初生マグマの組成が，玄武岩質
から安山岩質へと，時間とともに変化したことも示された．す
なわち，マントルの融解深度が地殻直下へと浅くなってきたこ
とが示された．地殻の薄い海洋島弧において生成された安山岩
は，プレートの衝突帯で集積することにより，大陸へと成長し
ていく，と考えられる．
Key Words：安山岩，島弧マグマ，大陸地殻，海洋島弧，マン
トル
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Siveter J. David，田中源吾，Williams Mark，Männik Peep
　日本の中生代，新生代とりわけ第四紀の介形虫群集が解明さ
れているのに対して，古生代初期の群集はほとんど記載されて
いない．本論文は，日本の古生代初期のテレーン，宮崎県の黒
瀬川帯中の祇園山，岐阜県の飛騨外縁帯中の一重ケ根のシルル
系ウエンロック統およびラドロウ統から，パレオコピダ目とポ
ドコピダ目介形虫群集を初めて報告するものである．群集は，
パレオコピダ目，Eurychilinoidの新属新種Pauproles supparata 
gen. et sp. nov., Hollinoidの新種 Hollinella orienta sp. nov.，そ
してBeyrichioidの新種Clintiella antifrigga sp. nov.を含む．介
形虫群を産出した祇園山のから得られたコノドント群はシルル
紀中期を示し，本邦における最古の介形虫と位置付けられる．

これらの介形虫群は，特にローレンティア大陸およびバルチカ
大陸との関連を示す．この介形虫の分布パタンには地理的な規
制よりも気候的な規制が強く働いていた．パレオコピダ3種は，
成体の二形（おそらく性的な）のペアを含み，日本最古（423
～433Ma）の「カップル」であったのかもしれない．
Key words：二形，日本，介形虫，古地理学，シルル紀
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த෦日本࢈σϘϯلͷઙւੑհܗ஬Խੴ
田中源吾，Siveter J. David，Williams Mark
　中部日本のデボン系，福地層中部頁岩部層より，2新種
（Clavofabellina fukujiensis n. sp.お よ びBythocypris wangi n. 
sp.）を含む13種の介形虫群を報告した．これらの介形虫群の
多くは，同時期の南中国の介形虫群と，種レベルで一致した．
このことは，中部日本の飛騨外縁帯が，デボン紀前期において，
南中国大陸の浅海性介形虫群と生物地理学的な類似性を持って
いたことを示唆する．
Key words：デボン紀，福地層，介形虫，古生物地理学
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Toshifumi Komatsu Ryota Urakawa Toshitaka Inada Kazuki 
Yamauchi Takumi Maekawa Reishi Takashima Mark 
Williams Phong D. Nguyen Hung D. Doan Minh T. Nguyen 
Shuji Niko Gengo Tanaka Tatsuhiko Yamaguchi
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小松俊文, 浦川良太, 稲田稔貴, 山内一輝, 前川　匠, 高嶋礼詩, 
Mark Williams, Phong D. Nguyen, Hung D. Doan, Minh T. 
Nguyen, 児子修司, 田中源吾, 山口龍彦
　北部ベトナムのシーファイ峠地域に分布するトクタット層の
上部デボン系の堆積環境とコノドント生層序，炭酸塩岩の安定
炭素同位体比，産出化石について検討した．この地域のトクタ
ット層下部は，炭酸塩プラットフォームの海底斜面から海盆底
で堆積した炭酸塩岩類からなる．これらの堆積物からは，
Palmatolepis nasuta帯, Palmatolepis linguiformis帯， 
Palmatolepis triangularis帯に特徴的なコノドントが多産し，

7PM���
�*TTVF��

　Islands Arcは，2016年より隔月出版となりまし
た．最新号のVol. 28, Issue 1 が2019年1月に発行さ
れました．学会ホームページから会員ログインす
ると全文がオンラインで無料閲覧できます．是非
ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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Pa. triangularisの初産出で定められるフラスニアン／ファメニ
アン境界を挟んでいる．安定炭素同位体比は，2層準で明瞭な
正のシフトを示し，下位の正のピークは下部～中部Pa. nasuta
帯に挟まれており，上位の正のピークはフラスニアン／ファメ
ニアン境界の直上にある．これらの事実から，安定炭素同位体
比の２つの正のシフトは，大量絶滅で知られている下部・上部
ケルワッサー事変層準に対比されることが分かった．Nowakia
やStyliolina, Homoctenus, Metastyliolina?からなるテンタキュ
リトイド類は，Pa. nasuta帯で多産するが，これらの産出量は
下部ケルワッサー事変よりも下位の層準で劇的に減少し，
StyliolinaとHomoctenusのみがファメニアン階まで産出する．
Key words：炭素同位体，コノドント，堆積環境，フラスニア
ン／ファメニアン境界，デボン紀のケルワッサー事変，ベト
ナム

�ɽ.JOFSBMPHJDBM� DIBSBDUFSJ[BUJPO� PG� UIF� UISVTUFE�
NBOHBOFTF� PSF� BCPWF� UIF�#MBDLSJEHF�5ISVTU� 'BVMU
�
,BMBIBSJ�.BOHBOFTF�'JFME��5IF�GPPUQSJOU�PG�UIF�.VLVMV�
&OSJDINFOU
Nicholas A. Vafeas Karel S. Viljoen Lauren C. Blignaut

�ɽ$PFYJTUJOH�EJGGFSFOU�UZQFT�PG�[POFE�HBSOFU�JO�LZBOJUF ʖ
RVBSU[�FDMPHJUFT�GSPN�UIF�4BOCBHBXB�NFUBNPSQIJD�CFMU��
&WJEFODF�PG�EFGPSNBUJPO ʖ JOEVDFE� MJUIPMPHJDBM�NJYJOH�
EVSJOH�QSPHSBEF�NFUBNPSQIJTN
Masaki Enami Jun ‐ Ichi Kimura Motohiro Tsuboi Yui 
Kouketsu Takayoshi Nagaya Shuaimin Huang

଄Λߏଘ͢Δྦྷଳڞʹ೾઒ଳཟথੴʵੴӳΤΫϩδϟΠτதࡾ
ҟʹ͢Δ͘͟ΖੴɿมܗӡಈʹΑͬͯҾ͖͜͞ىΕͨྦྷਐม成
ڌੴࠞ߹ͷূؠதͷ༺࡞
榎並正樹・木村純一・壷井基裕・纐纈佑衣・永冶方敬・黄　帥
敏
　四国中央部・別子地域三波川帯に産する石英エクロジャイト
中のざくろ石は，エクロジャイト相とそれに続く緑レン石－角
閃岩相の両累進変成作用時に，それぞれ形成されたコア部とマ
ントル／リム部から構成されている．そして，コア中心部の組
成累帯構造の違いによって，Type Iから Type IVのざくろ石
に区分される．Type Iざくろ石は普遍的に産し，試料によって
は他のTypeのざくろ石と共存する場合がある．共存するざく
ろ石は，成長の途中から互いに共通する累帯構造を示し始める．
これらの特徴から，初期には互いに異なる全岩組成（鉱物共生）
のもとで形成されたざくろ石が，エクロジャイト相累進変成作
用の過程で，岩石の機械的混合によって同一岩石中に共存する
ようになったと考えられる．すなわち，異なる累帯構造を持つ
ざくろ石の共存は，岩石の機械的混合や流体活動によって引き
起こされる物質相互作用によって， 変成作用の途中で全岩組成
が変化し，構成鉱物の反応関係や共生関係が変化しうることを
示唆する．
Key words：エクロジャイト，ざくろ石，岩石混合，三波川帯，
累帯構造．

��ɽ%VOJUF�DIBOOFMT�XJUIJO�B�IBS[CVSHJUF� MBZFS�GSPN�UIF�
)PSPNBO�QFSJEPUJUF�DPNQMFY
� +BQBO��1PTTJCMF�QBUIXBZ�
GPS�NBHNBT

Masako Yoshikawa Kiyoaki Niida David H. Green

๺ւಓຈຬ͔ΜΒΜؠମͷϋϧπόʔδϟΠτ૚಺ͷμφΠτ
νϟωϧɿϚάϚ通࿏ͷՄೳੑ
芳川雅子・新井田清信・David H. Green
　北海道幌満かんらん岩体のハルツバージャイト層内の層構造
に斜交する２つのダナイトチャネルは，かんらん石の粒径サイ
ズが多岐にわたり，最大1.6mのかんらん石巨晶が認められる．
ダナイト中のパイロクシナイト脈・細脈や単一鉱物相のかんら
ん石脈・細脈は，かんらん石巨晶を切る．鉱物の主要元素組成
の特徴はチャネル毎に異なり，それらの特徴から置換性ダナイ
トと推測される．パイロクシナイト脈中の単斜輝石のSr‒Nd同
位体比は，中央海嶺玄武岩のものと類似し，チャネル毎に異な
る．単斜輝石の微量元素組成から推定したメルト組成の特徴か
らも，これらのメルトは類似した起源をもつ個別のメルトであ
ると考えられる．両輝石から得られたダナイトの晶出Rb‒Sr年
代は約50Maである．これらのかんらん石巨晶を伴うダナイト
チャネルは苦鉄質マグマの通過によって形成され，沈み込んだ
海洋リソスフェア由来のメルトの影響を受けていることが示唆
される．
Key words：ダナイトチャネル，マグマの通路, パイロクシナ
イト脈，Sr‒Nd同位体比，微量元素組成

��ɽ-JUIJVN�JTPUPQF�WBSJBUJPOT� JO�5POHBr,FSNBEFD�BSDr
-BV�CBDL ʖ BSD� MBWBT� BOE�%FFQ�4FB�%SJMMJOH�1SPKFDU�
	%4%1
�4JUF�����TFEJNFOUT
Raul Brens Jr. Xiao-Ming Liu Simon Turner Tracy Rushmer

��ɽ"EKVTUNFOU�QSPDFTTFT�PG�NPVOUBJOPVT�SJWFST�BGGFDUFE�
CZ� UJMUJOH�VQMJGU��-BCPSBUPSZ� FYQFSJNFOUT� BOE�B� DBTF�
TUVEZ�PG�:BLVTIJNB�*TMBOE
�+BQBO
Reiko Genno Noritaka Endo

ٱͱ԰ݧର͢ΔԠ౴աఔɿࣨ಺Ϟσϧ࣮ʹىಈོ܏Տ઒ͷַࢁ
ౡ
源野玲子・遠藤徳孝
　岳流域での土砂生産は，隆起に応答する河川の下刻作用とそ
れに誘発される斜面崩壊により長期間継続する．一様な隆起に
比べ，非一様な隆起に対する河川の遷移過程は十分に理解され
ていない．本研究では，隆起速度が上流側へ（1）線形に減少
する場合と（2）線形に増加する場合のモデル実験を行い，同
様の隆起を受けている屋久島の2流域と共に検討した．（1）の
実験では，屋久島東部流域の河川と同様の，河川縦断形の中ほ
どに上に凸形の区間が生じた．凸形区間の両端は遷急点であり，
上流側の遷急点は下流側に比べて遡上速度が遅い．これは，上
流側の隆起量が小さく，標高が平衡状態より低いことを反映し
ており，屋久島も同様と考えられる．（2）では，屋久島西部流
域と同様，河川縦断形は全体的に下に凸の形状となった．流域
内の開析の進み方が時空間的に異なることから，土砂生産速度
の時空間分布は隆起速度の非一様性とその方向に依存すると想
像される．
Key words：岩盤河川，水槽実験，平衡河川，遷急点，下刻，
河川縦断形，傾動
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ˑ西೔ຊࢧ෦

͓஌Βͤ

西೔ຊࢧ෦平੒�0೥౓૯ձ・第��0回ྫձ

日時：平成31年3月2日（土）例会・総会
場所：長崎大学　教育学部棟　本館4階
キャンパス地図http://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/access/bunkyo/
index.html
 ・ 例会参加費：一般　1,000円/人，学生　500円/人
 ・ 懇親会参加費（予定）：一般　5,000円/人，学生　2,500円/人
　※懇親会はお申込者のみの受付となります（当日受付なし）

ࠐԋਃߨ
 ・ 発表は口頭もしくはポスターです．
 ・ 口頭発表は15分（質疑込み），ポスターサイズは幅90cm以下，
縦170cm以下．
 ・ 学生発表者には「優秀発表賞」を設けております．
 ・ 講演要旨原稿は地質学会年会のフォーマットと同じ形式と
し，PDFファイル（フォント埋め込み）とWord形式ファイ
ルの両方を西日本支部事務局までe-mailにてお送り下さい．
 ・ お申込みの際には，下記情報をあわせてお知らせ下さい．
1）連絡先（発表者氏名・所属・e-mail・電話）
2）発表様式（口頭・ポスター・どちらでも可，のいずれか）
3）一般 or 学生
4）懇親会の参加・不参加
ՃͷΈࢀ
上記1），3），4）を支部事務局までe-mailにてお知らせ下さい．
˞締Ί切Γɿฏ੒3�೥�月��日（ۚ）

$1%୯Ґূ໌ॻͷ発行
　地質技術者への継続教育の一環として，大会参加者・発表者
へCPD単位を発行します．
　大会参加と口頭／ポスター発表の「受講証明書」は，当日15
時以降に会場受付にてお渡しします．
 ・ ポスター発表：1×ポスター制作時間（h）（上限15）
 ・ 口頭発表：5×発表時間（h）（15分の場合：5×1/4h=1.25単
位）
 ・ 学会参加：1×滞在時間
ҕ೚ঢ়
　総会にご出席できない方は，下記様式の委任状を支部事務局
へお送り下さい．
（e-mailでも結構です）
================　委任状　================
日本地質学会西日本支部平成30年度総会・第170回例会におけ
る議決権を，
　　　　　　　　　　　　様に委任いたします．

平成 　　 年　　月　　日
御氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
=========================================
委任先が無記名の場合は，「議長」とさせて頂きます．

お問い合わせ先，および講演要旨原稿の送付先（西日本支部事
務局）
〒690-8504　島根県松江市西川津町1060
島根大学 総合理工学部 地球科学科　亀井淳志
（tel: 0852-32-6454，e-mail: kamei-a@riko.shimane-u.ac.jp）

෦コーφーࢧ

දࢴ঺հɹ第�回࿭੕地ٿϑΥτコンテスτɿ೔ຊ地質学ձձ௕৆

「ϫσΟのՏচ」
写真：正会員　ࠤ౻༝ཧ（大分県）

【撮影場所】スーダン カッサラ州カッサラ　ガシ川

【撮影者より・地質解説】スーダン国東部のカッサラ州を流れるワディ，ガシ川は，隣国エリトリアを源流とし同州内で消滅

します．雨期には多量の土砂を含む濁流が流れますが，乾期は干上がり，板状にめくれ上がった河床では級化層理や流痕が観

察されます．写真奥に見える山は，カッサラのシンボルのタカ山．緑に見えているのは，メスキートという植物で，乾燥地帯

の緑化のために導入されましたが，近年地下水を浪費するとして，駆除が必要とも言われています．

【審査委員長講評】ワディとは，豪雨の時だけ水が流れる枯れ川のことです．グーグルアースで撮影地を調べると上流にも下

流にも流路が消えてしまう不思議な川でした．作者は現地で水資源の仕事に従事されている方なので，作品を見て解説文を読

むといろいろなことが学べます．画面の3分の2をワディのひび割れた河床，遠景に岩山，その間に緑の木々の構成と色のバラ

ンスも秀逸です．（白尾元理）
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　日本火山学会は，火山に関する学会としては1932年に世界で
初めて設立された学会で，現在約1,100名の会員の活動の場とな
っています．毎年秋には秋季大会が開かれ，2018年度は9月26
日（水）から9月28日（金）の3日間にわたって秋田大学手形キ
ャンパスで開催されました．また，学会の前後には男鹿半島・
大潟ジオパーク，ゆざわジオパークにてジオツアー，十和田カ
ルデラ・奥入瀬渓流にて現地討論会が行われました．ここでは
筆者が参加したジオツアーと口頭発表の報告をさせていただき
ます．

ʰஉࣛ൒ౡɾେׁδΦύʔΫͷҰϊ໨ׁΛؒۙͰݟΔʂʂʱδ
ΦπΞʔ
　学会初日の前日に催行されたジオツアーに参加しました．主
催は男鹿半島観光協会で，全行程を男鹿半島・大潟ジオパーク
ガイドに解説していただける5時間ほどのお気軽な巡検です．
関西と九州でしか生活したことのない筆者にとって，東北地方
は馴染みのない土地であり，今回が秋田県初上陸でした．まし
て男鹿半島なんてこの機会を逃すと一生訪れることがないかも
しれない，との思いから参加しました．
　13時30分に20名ほどを乗せてマイクロバスはJR秋田駅東口を
出発．参加者の半分ほどは火山学会とは関係のない一般の方々
です．秋田ののどかな風景の中を1時間ほどひた走り，最初に
着いたのは男鹿半島の西端にある八望台という見晴らしの良い
展望台です．北は白神山地，南は奥羽山脈までを望め，眼下に
は西に戸賀湾と二ノ目潟・三ノ目潟（写真1），東に一ノ目潟が
広がっています．
　42万年前に始まった火成活動によってできた火口の西半分に
海が侵入して戸賀湾が最初に形成されました．この火口の周囲
には軽石などの噴出物が堆積したタフリングが残っています．
その後，8万年前から数万年前の火成活動により，3つの目潟が
形成されました．いずれも一度の活動でできた単成火山の爆裂
火口（マール）を地下水が満たした湖で，東北地方唯一の火山
湖です．大きさは一ノ目潟が直径約600m，面積0.26km2，水深
44.6mと最大，次いで三ノ目潟が約400m，0.08km2，11.8m，二
ノ目潟が約400m，0.11km2，31.0mとなっています．一ノ目潟
は国指定，三ノ目潟は県指定の天然記念物に指定されています．
ちなみに，この「目潟」という聞きなれない単語，江戸幕府直
轄の湖であった当時，「御潟」（みかた）が訛ったものであると
いう説が有力だそうです．
　八望台を後にした我々は今回のツアーのメイン，一ノ目潟の

湖畔へと向かいました．一ノ目潟は安山岩中にマントル起源の
カンラン岩捕獲岩を豊富に含むマールとして世界的に有名で
す．しかし悲しいかな，1990年代から2000年代にかけて多くの
研究者や愛好家によって採集しつくされ，我々が訪れたときに
は欠片ほども容易には見つからないのでした．そもそも，国指
定の天然記念物なので，落ちていたとしても持ち帰りはご法度
なのです．火山学会の参加者たちは前かがみになったりしゃが
んだりしてカンラン岩の欠片がないか血眼で探し，一般の方は
都会の喧騒とは程遠い静謐な湖畔を優雅に散策，そのコントラ
ストが印象的でした（写真2）．
　今回のガイドの澤木博之さんも，天然記念物に指定される前
に採集しては自宅に持ち帰り，奥さんに「2階の床が抜けるか
らほどほどにしなさい！」とお叱りを受けていたそうです．実
はこのジオツアー当日が筆者の23歳の誕生日だったのですが，
お祝いにと3㎝ほどの大きさのカンラン岩捕獲岩をいただきま
した．今となっては入手困難な標本なので，これは本当に嬉し
いサプライズでした。

ަྲྀ会
　学会2日目の夜に秋田大学生協食堂で開催された立食パーテ
ィーです．昨年度の秋季大会（熊本大学）では馬刺しやからし
蓮根，焼酎など熊本の美味が振る舞われ大満足だったので，と
ても楽しみにしていたイベントです．
　今年度はやはり秋田ということで，日本酒の注がれた枡で乾
杯してスタート！，おつまみの「いぶりがっこ」クリームチー
ズ和えがよく合いました．「いぶりがっこ」は秋田の伝統的な
漬物で，干し大根の燻製を米ぬかで漬け込んだものです．雪国
ならではの知恵ですね．上述のジオツアーでもお土産に1本購
入しました．筆者は交流会で初めて食しましたが，すぐに燻製
の風味のとりこになりました．また，きりたんぽ汁や稲庭うど
んなど全国的に知られる名物との邂逅を果たしました．
　会の目玉はなんといっても男鹿なまはげの来襲です．勇猛な
なまはげたちが太鼓を激しく打ち鳴らすパフォーマンスは，ま
さに圧巻の一言に尽きました（写真3）．
　このように秋田の食と文化を存分に堪能することができ，思
い返すと本当に幸せな時間でした． 

ॳΊͯͷޱ಄発ද
　学会3日目午後の「火山現象のダイナミクスと素過程」とい
う公募セッションの中で，『火道を上昇するマグマ内における

ࣸਅ�ɿށլ࿷（Ԟ）ͱೋϊ໨ׁ（खલ）ɽ

Ӄ生コーφー

Րࢁ学ձळقେձࢀՃใࠂ

۝भେ学ཧ学෎地ٿ࿭੕科学ઐ߈
（ੴ॥環科学෼໺（ಪؙ研究ࣨ）म࢜�೥ؠ）

西࿬ɹਸ਼紀

Дěᢥ೧.indd   13࡞ݘಊĂͧऀȳĘɊĘě表݋_14-14 2019/01/24   18:23



16 日本地質学会News　22（１）

໊༪会һ　　小坂丈予（2011年11月23日） ਖ਼会һ　　青木　憲（2018年2月27日）
　　　　　　小林英夫（2018年8月14日） 　　　　　大沼恵美子（2018年7月21日）
　　　　　　熊井久雄（2018年10月28日） 　　　　　堀　秀道（1月3日）
　　　　　　杉崎隆一（1月3日）
　　　　　　中沢圭二（1月15日）

本会の次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

ᨁ　ใ

水の減圧発泡について：粘性を含む核形成速度の定式化と気泡
数密度の再評価』という題目で口頭発表をしました．火山学会
の中でもかなりニッチな分野のニッチな研究です．これまで学
会のポスター発表は2回経験していたのですが，口頭発表は初
めての挑戦でした．
　初めての口頭発表なのだから，さぞかししっかりと準備をし
たのであろう，と思われるでしょうが，恥ずかしいことに，福
岡にいる間にスライドを人前で見せながら話す練習をしたのは
たったの1回，さらに指導教官の寅丸敦志教授に初めてスライ
ドをチェックしていただいたのは学会2日目の朝でした．この
時点まで，「最近の室内実験結果が従来の理論から乖離してい
るので，理論の改良を行いました」という構成で話す予定でい
ました．ところが，議論の結果，室内実験結果の解釈が誤って
いたことが発覚，急遽論理の組み直しの必要を迫られることと
なりました．結局2日目は夕方までスライドの作り直しに追わ
れ，たくさんの不安要素を残したまま発表当日を迎えたのでし
た．
　筆者の発表は昼食休憩が終わってから5番目でした．しかも
90分のコマの中で学生は自分1人，ほかは産業技術総合研究所
の下司信夫さんをはじめとする大御所揃い！昼食休憩中は心臓
が破裂して死ぬんじゃないかと本気で思うほどに緊張しまし
た．ところが，いざセッションが始まってみると，発表者・聴
衆ともに和やかな雰囲気であることがわかり，自分の番になっ
たときにはかなりリラックスした状態で臨むことができまし
た．どうしても数式やグラフを提示することの多い内容なので，
ゆっくり丁寧に話すことを心がけました．結果的に時間配分は
うまくいき，2鈴が鳴って間もなく話し終えることができまし
た．質疑では東北大学の小園誠史准教授，東京大学地震研究所

の市原美恵准教授から質問をいただきました．質問の内容が理
解しきれず，焦って曖昧な応答をしてしまったことが心残りで
すが，後で個人的にお話しして解決できたことは収穫でした．
　発表後の休憩時間には早稲田大学の山田耕准教授，東北大学
の奥村聡准教授，防災科学技術研究所の三輪学央主任研究員か
らお声かけいただき，議論する機会に恵まれました．第一線の
研究者の方々に自分の研究内容に興味を持っていただけること
は本当に嬉しいことです．
　なお，本講演は日本火山学会学生優秀口頭発表賞第06号を受
賞いたしました．

૯ׅɾँࣙ
　まだまだ学会の経験の乏しい筆者にとって，火山業界の人々
の温かさ，懐の広さを知ることができた点において，今回の火
山学会秋季大会は非常に意義深いものとなりました．また，学
生優秀口頭発表賞をいただけたことは筆者にとって大きな励み
となりました．主催者の秋田大学のみなさまと，賞の選考委員
の方々に，この場を借りて感謝申し上げます．
　博士課程進学も視野に入れているので，これからもますます
学術的に面白い研究成果を追い求めていこうと思います．

Ӄ生コーφー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
��OE���M!WD�JCBSBLJ�BD�KQ� Ӌా༟و（ҵ৓େ）
NBOUP�ZBNBEB!HNBJM�DPN� ᚸਹ（๺େ）ాࢁ
TNVUP!FQT�T�V�UPLZP�BD�KQ� ෢౻ɹढ़（౦ژେ）
7��P�OPOO!HNBJM�DPN� େࢁɹ๬（۝भେ）

Βɼࣸਅ�ɿҰϊ໨ׁ͔ࠨ
൞ʹͯɽࣸਅ3ɿަྲྀ会ބ
ʹͯɼஉࣛͳ·͸͛ͷύϑ
ΥʔϚンεɽ
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2019 年４月～ 2020 年３月の会費額は
下記の通りです．

̍ɽࣗ動ҾམΛొ࿥͞Ε͍ͯΔํの�Ҿ͖མと͠೔͸ ��݄ ��೔（Ր）Ͱ͢ɽ
　2019 年度分会費の引き落とし日は 12 月 25 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．こ
れより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツ
カイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

̎ɽࣗ動Ҿ͖མと͠Λ͝ར༻Լ͍͞ɽ
　12 月 25 日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2019 年 6 
月にも引き落とし手続きを行う予定です）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご協力をお願
いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」（本誌巻末にも掲載）をお送り下さい．

̏ɽ্هҎ֎のํ（͓ৼΓࠐΈ）
　先日請求書兼郵便振替用紙をお送りいたしました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

Ұൠࣾஂ๏ਓ日本地質学会ӡӦنଇ
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日～翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1 ）正会員：12,000 円
 　　 ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2 ）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　 ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　 会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　 会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

�0�� ೥౓のձඅ෷ࠐʹ͍ͭͯ

 会員資格 2019 年 4 月～ 2020 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2018 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2019 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000 円

31+32]ಛڴ.indd   31 18-12-17   1882517-18_ಛڴ.indd   17 2019/01/24   18:28



18 日本地質学会News　22（１）32 日本地質学会News　21（12）

学෦学生・Ӄ生（研究生）のํ΁「ׂҾձඅਃ੥」ʹ͍ͭͯ

2019年度（2019．4～2020．3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

　Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍ֶ࣭ձӡӦنଇʹΑΓɼֶ ෦ֶੜɾӃੜʢڀݚੜʣʹ ͍ͭͯ͸ɼຊਓͷਃ੥
ʹΑΓͦΕͧΕׂҾձඅ͕ద༻͞Ε·͢ɽ֘ ౰͞ΕΔձһ͸Լهͷॻࣜʹͯਃ੥ॻΛఏग़ͯͩ͘͠
͞ ʢ͍༣ૹʹݶΔʣɽͳ͓ɼ͜Ε·Ͱʢʙ����೥౓ʣͷ学෦学ੜׂҾ・ӃੜׂҾ会අʹ͍ͭͯͷਃ
੥ड෇͸ऴ͍ྃͯ͠·͢ͷͰɼ����೥౓෼ͷਃ੥ͷΈద༻ͱͳΓ·͢ɽ

˒஫ҙ˒
　�ຖ೥ߋ৽ͱͳΓ·͢ͷͰɼ࣍೥౓ձඅʹ͍ͭͯ֘౰͢Δํ͸ɼඞͣਃ੥͍ͯͩ͘͠͞ɽ
　�����೥౓͔ΒࣾձਓʹͳΔ͔ͨ͸ɼׂҾձඅͷਃ੥͸Ͱ͖·ͤΜɽ

ૹ෇ઌɿ˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ؠຊொ�ʵ�ʵ��ɹҪܻϏϧ�֊
Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍࣭学会

2019年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ஍ֶ࣭ձ　ޚத
ɼ����೥౓ձඅͷ͖ͮجʹଇୈ�ষୈ�৚ୈ�߲ʢ�ʣن͸ɼӡӦࢲ　　　　

学෦学ੜׂҾɹɹ・ɹɹӃੜׂҾɹɹʢ͍ͣΕ͔ʹ˓ʣ

Λਃ੥͍ͨ͠·͢ɽ�

ਃ੥೔　　　೥　　݄　　೔　

ձһ൪߸ɿ

ձһ໊ࢯɿ

　ͷॴଐɾֶ೥ɿࡏݱ

େֶ ֶ෦��　　　　�������ֶՊ ೥ֶࡏத

େֶେֶӃ Պڀݚ
ઐ߈

લظ ɾ ظޙ
೥ֶࡏத

����೥݄͔̐Βͷॴଐɿʢࡏݱͷॴଐͱಉ͡৔߹ʹ͸ʮಉ্ʯͰ΋Մʣ
େֶɾେֶӃ໊ ֶ෦ֶՊɾڀݚՊઐ໊߈

ੜʣͰ͋Δ͜ͱΛূ໌͍ͨ͠·͢ɽڀݚɼຊֶͷֶੜʹ͖ͭɼֶ෦ੜɾఆऩͷͳ͍Ӄੜʢه্

һʢ౳ʣڭಋࢦ
　　ॴଐɿ
�ɿ໊ࢯ　　 ҹ��　

最終締切

�0��೥�݄��೔（ۚ）
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SMBCファイナンスサービス株式会社

Ұൠࣾஂ๏ਓ�೔ຊ஍࣭学会 会 අ ౳

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印
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